近畿地方発明センター「おもしろサイエンス」（２００５．１２．２４）

クリスマス京都レクチャー　スタッフ用資料
2005/12/20

スタッフタイムスケジュール

　　　　　　　　　　　　　　　　（※この資料を印刷して持参して頂ければ助かります）

日時：12月24日（土）

タイトル『光と重力の天才！アインシュタイン100周年（世界物理年）記念イベント』
場所：近畿地方発明センター（京阪出町柳駅下車　川端通りを南下徒歩10分程度）

＜一日の予定（概略）＞　交通費精算の為、印鑑忘れずに！！
集合時間：９：００（時間に遅れる方はご連絡下さい。松井：090－8231－3860）
実験開始：１３：３０　　　実験終了：１５：３０　　
解散予定時間：１７：００

＜タイムスケジュール＞

準　備
9:00　スタッフ現地集合（スタッフ：１５名（その他：材料納品業者１名）

材料到着　完了後、顔合わせ。

　　～　材料解体および会場準備（何人かのグループで別れて作業）

　　　　実験準備・設営・各テーブル工作材料振り分け（参加児童46名予定）その他

※初めてのスタッフ参加の方も気軽な気持ち（子どもたちと同時進行するつもり）で！
※サイエンスEネットの楽しくわかる理科大実験（以下実験本という）を持っている方は工作についてはページ数を記載してあります。一度目を通して頂ければと思います。

（ない方は当日、ゆっくりと説明を聞いて下されば十分にわかります（ご安心を！）
10:30～リハーサル（全員でいっせいにやります）【全体指導:川村】
　　　　→すべての実験について、プログラムどおりに手順を全員で再確認

　　　　→とくに工作については、指導方法およびポイントを明らかにするため、また、見本品を作るため自作する。（特に初めての方を中心に・・）　

※たくさんのメニューですが手順さえわかれば出来ます。本番は、進行状況見ながら

進めて行きますので、時間配分通りにならないかもしれません。ご了承下さい。

12:30～昼食・休憩

本　番
13:30～本番開始　理事長挨拶・川村代表挨拶・歌

13:40～手回し発電機の工作＜個人実験，おもちかえり＞
14:10～カセットケース型リニアーモータの工作＜個人実験，おもちかえり＞
14:40～光の実験＜個人実験，おもちかえり＞
15:00～クリスマス・ダイオード電飾を光らそう！＜テーブル実験＞
15:10～自転車発電でつけよう！＜ステージ実験＞
15:20～終わりのあいさつ・解散

片付け
15:50～後片付け・搬出準備
＜実験プログラム詳細＞
1． あいさつ（１３：３０～１３：４０）
・近藤理事長のご挨拶

・サイエンスEネットの川村代表（世界物理年・アインシュタインにふれて）

・スタッフ全体紹介（キャンドルサービス）＜会場暗くします＞
テーブルごとまとまって舞台にあがり、司会者より紹介させて頂きます（時間省略の為）

・『ジングルベル』歌う（歌詞あり）
２　手回し発電機の工作（１３：４０～１４：１０）（３０分）
　　　　　　　　　　　　（個人実験・お持ち帰り）
タミヤのギアーボックスを利用した工作です。（実験本P8～11参照）

組み立てるところでギア部品を間違えないようにすればOK!
ドライバーでケガをしないように注意

（司会）皆さんが家で明かりをつけたり音楽を聴いたりする電気は、火力発電所・水力発電所・原子力発電所などで作られた電気です。これらの発電所で発電するしくみは、これから作る発電機と同じです。

３．カセットケース型リニアーモータの工作（１４：１０～１４：４０）（３０分）
　　　　　　　　　　　(個人実験，お持ち帰り)
　未来の乗り物リニアモーターを作ります（実験本：P14～15）
（司会）地上で，昔はトナカイさんにひっぱられて，サンタさんは旅をして　

　　　　　　いました。未来では，サンタさんはリニアーモーターカーで旅をします。

　　　　≪説明を受けながら工作する≫

４　光の実験（１４：４０～１５：００）（２０分）＜個人実験・お持ち帰り＞

　１つのダイオードから3色がでます。２で工作した手回し発電機を使って説明を
　受けながらします。（実験本：掲載なし）

（司会）あいさつの時のツリーを見せて、自分で光をつくってみましょう。
５　クリスマス・ダイオード電飾を光らそう！（１５：００～１５：１０）（10分）

　　　　　　　　　　　　　　　　＜ステージまたはテーブル演示＞
みんなで作った手回し発電機を直列につないで，電飾を点けます（実験本：掲載なし）
（司会）さあ、みなさん、では、皆さんで協力して電飾をつけてみましょう。

６　自転車発電でつけよう！（１５：１０～１５：２０）（10分）　＜ステージ演示＞
クリスマス・ダイオード電飾を光らそう！＆テレビを点けよう！（実験本：掲載なし）
　　子ども達だけでなく，会場の保護者も参加してもらいます。

　　（注意：自転車が動くので押さえに協力願います。テーブルスタッフについて

子どもたちが座って見る様に注意をしてて下さい）

（司会）では、今度は、発電するのがどれぐらいなのか、からだを使って発電してみましょう。では、まずは高学年の・・（時間経過を見ながら進めていきます）

７．終わりのあいさつ（１５：２０～１５：３０）
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